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ケーブルテレビで放送する全コンテンツの4K配信を目指した、ケーブルテレビ伝送網での効率的IP配信技術を検討

回線幅輳状況と視聴情報のリアルタイム収集技術
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平成29年度周波数ひっ迫対策のための技術試験事務「映像符号化方式等を活用した周波数有効利用に資する技術的検討の請負」を受託研究
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本検討における、3つの技術的検討ポイント
リアルタイム収集プロトコルの比較評価結果

送信側切替技術（トップダウンアルゴリズムと視聴者満足度点数）

STB側切替技術の検討結果（NIT一括送信・選局時個別Join方式）
①STBの電源を入れる

②EPG表示用、ポート情報受信

⑤選局コンテンツ受信
ch2へjoin

コンテンツストリーム（RF受信）

通
信
時
間（
秒
）

送信メッセージ数
0 50 100 150 200 250

1.000000

0.100000

0.010000

0.001000

0.000100

0.000010

番組
4％

番組
2％

評価点

2K 番組
2.0％

番組
1.9％

番組
1.8％

番組
1.1％

10コンテンツ（合計15.5％）

… 8点

4K

124点

900点番組
10％

番組
8％

番組
6％

5コンテンツ（合計30％）

30点

SD 番組
1.0％

番組
0.9％

番組
0.8％

番組
0.1％

10コンテンツ（合計5.5％）

… 5点 27.5点

得点：1051.5点

視聴者満足度点数 = × 100 全コンテンツ視聴率の総和×RF4K評価点
得点

= × 100 = 69点30×（30＋15.5＋5.5）
1051.5

配信
サーバー

STB

コンテンツ毎周波数、
アドレスを設定

EPG : 100
Ch1 : 515MHz,

101
Ch2 : 521MHz,

102
・・・

Ch16 : 611MHz,
116
・・・

③受信したアドレス
　情報を保持

④選局
　対象アドレスへ接続
⑥コンテンツ受信

join102

ch1 : 515MHz101,
ch2 : 521MHz, 102, ・・・100

102

ch 中心周波数 IPアドレス

ch2選局
(RF配信中)

1
2
…
100
101
…
200

100
106

760
－

－

239.0.0.1
239.0.0.2

239.0.0.100
239.0.0.101

239.0.0.200

通信時間の平均値（XMPP）
27.25ミリ秒

通信時間の平均値（MQTT）
0.145ミリ秒

MQTT

XMPP

CPパネル+マットラミネート

平成29年度周波数ひっ迫対策のための技術試験事務「映像符号化方式等を活用した周波数有効利用に資する技術的検討の請負」を受託研究


